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１．2026年10月期第３四半期の業績（2025年11月１日～2026年７月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年10月期第３四半期 687 52.1 117 － 135 － 107 －
2025年10月期第３四半期 451 11.9 △78 － △73 － △51 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年10月期第３四半期 72.72 72.18
2025年10月期第３四半期 △33.80 －

(注) 2025年10月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株

当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年10月期第３四半期 800 679 84.3
2025年10月期 668 584 84.9

(参考) 自己資本 2026年10月期第３四半期 674百万円 2025年10月期 567百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年10月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2026年10月期 － 0.00 －
2026年10月期(予想) 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年10月期の業績予想（2025年11月１日～2026年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 990 51.3 178 － 196 － 143 － 96.71

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年10月期３Ｑ 1,519,300株 2025年10月期 1,519,300株

② 期末自己株式数 2026年10月期３Ｑ 40,695株 2025年10月期 40,695株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年10月期３Ｑ 1,478,605株 2025年10月期３Ｑ 1,510,316株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3) 業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手について）

決算補足説明資料は、2026年９月11日にＴＤｎｅｔ及び当社ウェブサイトで同日開示いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費が底堅く推移し、景

気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、中東地域をはじめとする地政学的リスクの高まりや資源・

エネルギー価格の変動、為替相場の動向に加え、各国の経済・金融政策による影響も懸念されており、先行き不

透明な状況が続いております。

当社の事業領域である中堅・中小企業のＭ＆Ａ市場においては、経営者の高齢化や後継者不足を背景とした事

業承継ニーズが引き続き高い水準で推移しております。また、事業規模の拡大、新規事業への進出、人材確保等

を目的とした成長戦略型Ｍ＆Ａへの関心も高まっており、Ｍ＆Ａは企業の持続的な成長を実現するための重要な

経営手法として定着しつつあります。

一方、中小Ｍ＆Ａガイドラインの浸透や各種制度整備が進むなか、Ｍ＆Ａ支援機関には取引の透明性確保や顧

客本位の提案がこれまで以上に求められており、高い専門性とコンプライアンス意識に基づくサービス提供の重

要性が高まっております。

このような事業環境下で、当社は金融機関、会計事務所及び各種専門家との提携関係の強化を進めるとともに、

案件品質の向上、買い手ネットワークの拡充及びマッチング力の強化に取り組み、成約件数及び成約単価の向上

に努めてまいりました。

当第３四半期累計期間においてＭ＆Ａアドバイザーは40名（前年同期は34名）になり、当社の重要指標である

当第３四半期累計期間の成約組数は57組（前年同期は53組）となりました。

結果として、当第３四半期累計期間における売上高は687,040千円（前年同期比52.1％増）、営業利益は

117,669千円（前年同期は営業損失78,185千円）、経常利益は135,319千円（前年同期は経常損失73,505千円）、

四半期純利益は107,521千円（前年同期は四半期純損失51,042千円）となっております。

なお、当社は、Ｍ＆Ａアドバイザリー事業の単一セグメントであるため、セグメントに関する記載は省略して

おります。

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

当第３四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末に比べ122,447千円増加し、736,679千円となりまし

た。これは主として、現金及び預金が100,161千円、売掛金が14,347千円、前払費用が8,209千円増加したこと

によるものであります。

当第３四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末に比べ10,068千円増加し、64,028千円となりました。

これは主としてソフトウエアが8,075千円、工具、器具及び備品（純額）が1,847千円増加したことによるもの

であります。

(負債の部)

当第３四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末に比べ36,855千円増加し、120,817千円となりました。

これは主として、未払法人税等が22,019千円、未払消費税等が14,833千円、賞与引当金が12,858千円、未払金

が7,220千円、預り金が5,914千円増加したものの、未払費用が24,161千円、契約負債が1,160千円減少したこと

によるものであります。

(純資産の部)

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ95,661千円増加し、679,890千円となりました。こ

れは主として、四半期純利益の計上により利益剰余金が107,521千円増加し、新株予約権が11,860千円減少した

ことによるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年10月期の業績予想につきましては、2026年６月11日に公表した業績予想から変更はありません。



ジャパンＭ＆Ａソリューション株式会社(9236) 2026年10月期 第３四半期決算短信

4

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年10月31日)

当第３四半期会計期間
(2026年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 604,150 704,312

売掛金 - 14,347

前渡金 1,815 1,815

前払費用 7,972 16,181

未収還付法人税等 138 -

その他 154 22

流動資産合計 614,231 736,679

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 12,404 12,719

減価償却累計額 △2,783 △2,786

減損損失累計額 △9,620 △9,620

建物附属設備（純額） - 311

工具、器具及び備品 7,886 10,104

減価償却累計額 △5,774 △6,144

減損損失累計額 △2,112 △2,112

工具、器具及び備品（純額） - 1,847

有形固定資産合計 - 2,158

無形固定資産

ソフトウエア - 8,075

無形固定資産合計 - 8,075

投資その他の資産

投資有価証券 500 500

敷金 39,446 39,255

その他 14,013 14,039

投資その他の資産合計 53,959 53,794

固定資産合計 53,959 64,028

資産合計 668,190 800,707
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年10月31日)

当第３四半期会計期間
(2026年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 8,569 7,899

未払金 6,085 13,306

未払費用 45,758 21,597

未払法人税等 3,092 25,111

契約負債 4,980 3,820

預り金 4,958 10,872

賞与引当金 - 12,858

未払消費税等 10,517 25,351

流動負債合計 83,961 120,817

負債合計 83,961 120,817

純資産の部

株主資本

資本金 263,771 263,771

資本剰余金

資本準備金 259,471 259,471

資本剰余金合計 259,471 259,471

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 101,166 208,688

利益剰余金合計 101,166 208,688

自己株式 △57,063 △57,063

株主資本合計 567,346 674,868

新株予約権 16,882 5,022

純資産合計 584,229 679,890

負債純資産合計 668,190 800,707
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2024年11月１日
至 2025年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年７月31日)

売上高 451,747 687,040

売上原価 349,655 405,485

売上総利益 102,092 281,554

販売費及び一般管理費 180,278 163,884

営業利益又は営業損失（△） △78,185 117,669

営業外収益

雑収入 150 122

受取利息 290 644

償却債権取立益 17 -

新株予約権戻入益 4,392 16,882

営業外収益合計 4,850 17,649

営業外費用

支払手数料 170 -

営業外費用合計 170 -

経常利益又は経常損失（△） △73,505 135,319

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △73,505 135,319

法人税等 △22,462 27,797

四半期純利益又は四半期純損失（△） △51,042 107,521
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用する方法によっております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社はＭ＆Ａアドバイザリー事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2024年11月１日
至 2025年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年７月31日)

減価償却費 1,365 千円 798 千円

（重要な後発事象）

当社は、以下のとおり2026年7月29日付で訴訟を提起され、2026年８月14日に訴状を受領いたしました。

１．訴訟が提起された裁判所及び年月日

（１）訴訟が提起された裁判所：東京地方裁判所

（２）提訴された年月日：2026年７月29日

（３）訴状受領日：2026年８月14日

２．訴訟を提起した者の概要

提起をした者①

（１）氏 名：個人

（２）住 所：東京都新宿区

提起をした者②

（１）名 称：薦田紙工業株式会社

（２）所在地：東京都新宿区西新宿三丁目３番13号 西新宿水間ビル６階

（３）代表者：代表取締役 薦田拓大

３．訴訟の原因及び提起されるに至った経緯

2023年、原告らは、当社とアドバイザリー契約を締結のうえ、同社関連法人の全株式を、当社が紹介した

譲受企業に譲渡いたしました（以下「本件株式譲渡」といいます。）。

そうしたところ、今般、原告らは、上述の譲受企業を被告として本件訴訟を提起するとともに、当社に対

しても、本件株式譲渡過程における助言・対応等にＭ＆Ａ仲介業者としての義務違反があったとして、その

賠償を求めております。

４．訴訟の内容

（１）訴訟の内容：損害賠償請求等
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（２）請求金額は816,226,440円となっておりますが、当社と原告らとで締結したＭ＆Ａアドバイザリー業務

委託契約により、当社が責任を負うのは、当時、当社が受領した報酬金額である23,755,732円が上限となり

ます。

５．今後について

当社といたしましては、今後、原告らの主張及びその根拠を精査したうえで適切に対応し、当社の正当性を

主張・立証してまいります。

なお、当社はＭ＆Ａ仲介会社としての義務を十分に果たしているものと考えておりますが、重ねて、当社と

原告らとで締結したＭ＆Ａアドバイザリー業務委託契約において、当社が賠償責任を負うのは故意又は重過失

の場合に限定され、かつ、その金額は同契約に基づき当社が受領した報酬金額（23,755,732円）に留まるもの

と定められております。

したがって、本件が当社の業績に与える影響は現時点では不明であり、今後、本件訴訟の進捗等により開示

すべき事項が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。


